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フットケアとは

• 足病変の予防や改善のために行う。

• 糖尿病患者の足病変

大腿切断の術後死亡率：10～40%

下腿切断の術後死亡率：5～20%

→下腿切断の約85%に足潰瘍が先行

→足潰瘍の原因は８０～90%靴擦れなどの

外的損傷

→70～100%は末梢神経障害



フットケアはチーム医療



¥14000



爪の構造



爪半月とは？

• 爪を透過して見える爪母

• 後爪郭の位置で、見える大きさが変わる

• ２０歳頃がピークで、４０歳頃より減少



爪の疾患

・爪白癬

すべて爪白癬？
爪甲の肥厚

混濁



爪甲の肥厚

• 爪甲自体が肥厚

• 爪甲下角質増殖のため



爪甲の混濁

• 白濁 → 爪白癬、爪白斑



爪甲の混濁

• 黄色 → 黄色爪症候群など（リンパ浮腫を伴う）



爪甲の混濁
• 緑色 → 爪白癬＋緑膿菌



爪甲の混濁

• 黒色 → 色素性母斑、爪白癬、悪性黒色腫、
爪甲下出血



爪が黒くなっている①

ダーモスコピー

色素性母斑

悪性黒色腫



爪が黒くなっている②

悪性黒色腫



爪が黒くなっている③

爪下出血



爪甲の混濁

• 黒色 → 色素性母斑、爪白癬、悪性黒色腫、
爪甲下出血



爪白癬の診断

• 真菌検査（直接鏡検）

鈍メスにて爪甲を削ったり、爪切り
で爪を一部切って、KOH液をつ
けて顕微鏡で確認する。

→但し、爪の場合は検出率が皮
膚より低い。

• 真菌培養

鈍メスで削った爪を培地につけて、
培養させ、コロニーの性状から原
因となる真菌を同定

→診断がつくまで数週間かかる。



白癬の治療

• 足白癬・・・抗真菌剤外用

• 体部白癬・・抗真菌剤外用

• 爪白癬・・・抗真菌剤内服

（爪白癬に対しては外用は効果が乏しく、

内服不可能な場合は使用する。

あと数年で、貼付剤の使用が可能？）



爪白癬？①

爪乾癬

爪の膿疱性乾癬



爪白癬？②

掌蹠膿疱症



爪白癬？③

爪疥癬



爪白癬？④

20爪異栄養症

爪床や爪母の炎症によって引き起こされる



• 爪甲鈎彎症

原因）趾遠位部の隆起

白癬・カンジダ症



そのほかの爪の変化

・爪甲縦条 40歳頃より出現する変化

加齢による爪床の萎縮が原因？



その他の爪の変化

・脆弱爪 爪甲の水分含量が16%以下
（正常18%）



その他の爪の変化

• ・爪甲層状分裂症

• 爪甲が遠位部で雲母のように薄く剥
離。水分含有量の減少による。

原因）
低色素性貧血（高頻度）
糖尿病（22%程度）
除光液の過度の使用



そのほかの爪の変化

・爪甲剥離症
1 全身疾患に伴う
・循環障害
・甲状腺機能異常
・妊娠
・梅毒 など

2 皮膚疾患に伴う
・尋常性乾癬
・湿疹・皮膚炎
・爪の先天異常
・扁平苔癬

3 局所性
・外傷性
・真菌性
・爪の接触皮膚炎
・光線性爪甲剥離

4 特発性



ばち状指、ヒポクラテス爪



ばち状指、ヒポクラテス爪



匙状爪（spoon nail）

• 低色素性貧血でおこ
る？（25%程度）

• 職業性（美容師、整備
士など）



陥入爪

発生機序）
爪甲側縁先端が側爪溝で、その周囲にある軟部組織を損傷
することによりおこる。
損傷部位に慢性の刺激が加わり、発赤、腫脹、細菌感染を伴
ったり、肉芽を形成する。
原因）
深爪、スポーツなどによる外傷など



陥入爪の治療

①保存的治療

・ステロイド外用と

抗菌剤の内服

・テーピング

・綿花挿入

・人工爪（アクリル）

・ガター法

②手術療法
・爪甲、爪母、爪床を切除
（鬼塚法など）
・爪床、爪母を腐食・焼灼
（フェノール法など）



陥入爪治療
• テーピング



陥入爪治療

• 人工爪



陥入爪治療

• ガター法



陥入爪治療

• 爪甲・爪床・爪簿の切除



巻き爪



巻き爪の治療

• 超弾性マチワイヤー



巻き爪の治療

• VHO法



マニキュアによる爪の変化





爪の疾患を見つけたら

↓

皮膚科にご相談を


